
２-７ NT 検査の経験 

 

◇2-7-1 誰が NT 検査を希望したか 

 

「一番最近の妊娠時に、NT検査についてあなたの状況にあてはまるものをすべてお選び

ください」という質問に、「自分で検査を受けることを希望した」、「夫や家族が、検査を受

けるよう希望した」、「医療者から、この検査の勧めがあった」、「自分で検査を受けることを

希望しなかった（断った）」、「（自分の希望を考える間もなく）医療者が検査をすると決め

た」、「そういう検査があることを知らなかった」、「覚えていない・わからない」、「答えたく

ない」で回答してもらった。 

「そういう検査があることを知らなかった」は 1369（61.6%）、「自分で検査を受けるこ

とを希望しなかった（断った）」は 586（26.4%）、「覚えていない・わからない」は 75（3.4%）、

「自分で検査を受けることを希望した」は 73（3.3%）、「（自分の希望を考える間もなく）医

療者が検査をすると決めた」は 70（3.2%）、「医療者から、この検査の勧めがあった」は 50

（2.3%）、「夫や家族が、検査を受けるよう希望した」は 22（1.0%）、「答えたくない」は 8

（0.4%）だった。「そういう検査があることを知らなかった」が最も多く、続いて「自分で

検査を受ける事を希望しなかった（断った）」だった。            (n = 2221) 

  



 

◇2-7-2 NT 検査を受けたか 

 

「一番最近の妊娠時に、あなたは NT検査を受けましたか」という質問に、「検査を受け

た」、「検査を受けなかった」、「他の医学的検査から受ける必要はなかった」、「検査を受けた

かわからない（自覚がない）」、「妊娠時に検査が実施されていなかった」、「覚えていない」、

「答えたくない」で回答してもらった。 

「検査を受けなかった」が 1729名（77.8%）が最も多かった。「妊娠時に検査が実施され

ていなかった」が 210名（9.5%）、「検査を受けた」が 149名（6.7%）、「他の医学的検査か

ら受ける必要はなかった」が 89 名（4.0%）、「検査を受けたかわからない（自覚がない）」

が 25名（1.1%）、「覚えていない」が 18名（0.8%）、「答えたくない」が 1名（0.0%）だっ

た。 

なお、検査を受けたと回答した人の中には、妊婦健診中のエコーで偶然NTの厚みを指摘

されたこと等も含むと考えられる。NT検査の受検率については正確な数字は報告されてい

ないため比較の参照基準はないが、結果の解釈には注意を要する。 

(n = 2221) 

 

  



 

◇2-7-3 NT 検査を受けた時期 

 

NT 検査を受けたと回答した 149 名に、「前の質問で答えた検査を受けた時期を教えてく

ださい。2回以上受けた方は、直近の時期をお答えください」と尋ね、2009年以前、2010

年から 2015年までの年、「答えたくない」で回答してもらった。 

2014 年が 49 名（32.9%）、2013 年が 40 名（26.8%）、2012 年が 28 名（18.8%）、2011

年と 2010 年が各 11 名（各 7.4%）、2015 年が 7 名（4.7%）、2009 年以前が 2 名（1.3%）、

「答えたくない」が 1名（0.7%）だった。2012年から 2014年までに受けた人が 8割弱を

占めた。 

(n = 149) 

 

  



 

◇2-7-4 医療者からの説明 

 

下記の検査に関する解説文をつけた上で、「医療者から以下の検査について、検査の目的、

方法、リスクなどを説明されましたか。それぞれの検査について、あてはまるものをすべて

お選びください。」という質問に、「結果が確定的かどうかの説明」、「検査の費用の説明」、

「検査を勧める／勧めない内容」、「受けるための条件」、「その他の説明」、「説明はなかっ

た」、「覚えていない・忘れた」、「答えたくない」で回答してもらった。いずれの検査も「説

明はなかった」が半数以上を占めた。 

 NT検査では、「結果が確定的かどうかの説明」は 73（3.3%）、「検査の費用の説明」は 45

（2.0%）、「検査を勧める／勧めない内容」は 63（2.8%）、「受けるための条件」は 38（1.7%）、

「その他の説明」は 31（1.4%）、「説明はなかった」は 1687（76.0%）、「覚えていない・忘

れた」は 353（15.9%）、「答えたくない」は 15（0.7%）だった。 

      (n = 2221) 

 

【ＮＴ検査】 

ＮＴ検査とは、NT(nuchal translucency)は胎児後頸部の浮腫のことです。特

別な超音波検査でこの厚み（肥厚）を正確に測定することにより、胎児の状態

を推定します。 

 

  



 

◇2-7-5 医療者からの「検査を受けるかどうか」についての質問 

 

前述の検査に関する解説文をつけた上で、「一番最近の妊娠時に、次のような検査につい

て医療者からの質問はありましたか」という質問に、「検査について説明を受け受けるか尋

ねられた」、「特に説明はないが検査を受けるか尋ねられた」、「受けるかどうか尋ねられてい

ない」、「覚えていない」、「この検査を聞いたことがない・知らない」、「答えたくない」で回

答してもらった。 

 NT 検査では「検査について説明を受け受けるか尋ねられた」は 72（3.2%）、「特に説明

はないが検査を受けるか尋ねられた」は 35（1.6%）、「受けるかどうか尋ねられていない」

は 1296（58.4%）、「覚えていない」は 232（10.4%）、「この検査を聞いたことがない・知ら

ない」は 577（26.0%）、「答えたくない」は 9（0.4%）だった。 

      (n = 2221) 

 

  



 

◇2-7-6 NT 検査の経験 

 

「超音波検査で胎児のくびの後ろの厚みを測る、胎児の頸部浮腫（NT）検査を受けたこ

とがありますか」という質問に「はい」、「いいえ」、「わからない」、「答えたくない」で回答

してもらった。 

「はい」は 148（6.7%）、「いいえ」は 1623（73.1%）、「わからない」は 445（20.0%）、

「答えたくない」は 5（0.2%）だった。NT検査を受けたことがない人が最も多く、受けた

ことがあるか分からない人も 2割だった。 

(n = 2221) 

 

 


